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Case 16-2015 

A 9-Year-Old Girl with Loss of Consciousness and Seizures  

(N Engl J Med 2015; 372:2050-2058) 

 

Problem list 

# 1度目の転倒 

意識消失はなし。2度目の転倒の原因なのか。背景に神経学的異常があったのか。 

 

# 2度目の転倒 

強直間代運動、泡状の唾液、尿失禁、嘔吐を伴う意識消失発作。 

 

# リンパ節腫脹 

3週間前から、左鼠径部に。9か月前のヘルニア閉鎖術を行ったところと近い場所。 

 

# 前額部の血腫 

 

# 蚊、野良猫、ペットの犬への暴露 

何らかの感染症の可能性。 

 

# 四肢の不随意運動 

 

# 右優位の筋固縮 

記事によると、左の筋力低下と取っているようです。MRI でも右に病変が見られたので、軽度の左片麻

痺とのこと。 

 

# 脳波の徐波化 

 

# WBC 上昇 

# 低カリウム血症 

 

# MRIでの異常信号(拡散障害) 

右大脳皮質や視床に見られた。MRAからは脳梗塞ではなさそう。 

 

 

 


